
 いつも日本野鳥の会をご支援いただき、ありがとうございます。

このたび、野鳥や自然を愛する仲間たちが楽しく語らうサロンを開催いたします。

新会長に就任した上田恵介と、名誉会長となった柳生博が皆さまを温かくお迎えいたします。

新たな時代の初春に、心豊かなひと時をぜひご一緒しませんか。

みなさまのご来場を、心よりお待ちしております。

W I L D  B I R D  S A L O N

2020年1月31日（金）11：30〜14：30（開場 11：00〜）

八芳園（東京都港区／地下鉄白金台駅より徒歩1分）

和食のランチコース（ドリンク付き）／心の四季をテーマとしたコンサート／会長からのご挨拶／当会の野鳥保護活動のご報告ほか
参加費＝18,000円╱ランチ、コンサート料金含む。 定員＝60名

お申し込み＝詳細は裏面をご覧ください。
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俳優。八ヶ岳倶楽部オーナー。2004 年に
第 5 代会長に就任し「確かな未来は懐か
しい風景の中にある」を信条に会員や支
援者との交流を深め、一時代を築いた。

柳生 博 Hiroshi Yagyu

日本野鳥の会 名誉会長
動物生態学者。元立教大学理学部生命理
学科教授。元日本鳥学会会長。2015 年か
ら副会長を務め、この 6 月に第 6 代会長
に就任。豊富な知見と人脈を活かし、さら
なる会の発展をめざす。

上田 恵介 Keisuke Ueda

日本野鳥の会 会長

日本野鳥の会事務局長代理・会員室長。音楽・絵画・写真
に精通したアートメディア・プロデューサーで、『Toriino』
編集長。都立東京港野鳥公園のレンジャーなどを経て現職。

「Amour de la mer（海に愛を）」「ひばりはそらに」「愛の織
物」、また日本を代表する作曲家、大島ミチル氏が書き下
ろした「道」など、様々なジャンルの音楽家と野鳥や自然を
テーマにしたコラボレーション作品を手がけ、上演している。

安藤康弘 Yasuhiro Ando  
詩文・朗読

楯直己 Naoki Tate  
作曲・空間音楽

音で空間を紡ぎ出し、響きの舞台美術を創作。ヴォイスや
民族楽器、非楽器を使い、音楽の持つ世界観を広げている。
NHK-Eテレ「てれび絵本」、JAXA月周回衛星「かぐや」サウンド
トラック、航空自衛隊「ブルーインパルス」入場テーマ曲をは
じめ、映像、舞台作品、空間サウンドインスタレーションなど、
幅広い業界で音楽を作曲・デザイン。地球のネイティヴな音
と響鳴し、これからの時代に、次元を超えた音楽を提供する。

八芳園は「天下のご意見番」こと旗本・大久保彦左衛門の屋敷跡で、どこから見ても美しいことから
その名がつけられた由緒ある大庭園です。お帰りの前にぜひご散策ください。当会の法人特別会員。

八芳園

「八芳園」へのアクセス 〈地下鉄白金台駅より〉 2 番出口を出ると左手に看板があり、それを目印に目黒通りを渡ると約10ｍで八芳園正門。徒歩 1分。
東京都港区白金台 1-1-1　TEL： 03-3443-3111（代表）　http://www.HAPPO-EN.com/

お申し込み方法 電話または FAX、e-mail にて、お名前、年齢、ご住所、電話番号、人数（同伴者のお名前と年齢、性別）を
 明記して必ずご予約の上、予約締切日までに下記振込先に参加費をお振込みください。

予約締切り 2020 年 1月21日（火）  先着順。定員になり次第、締め切らせていただきます。

振込先 三井住友銀行　目黒支店　普通預金　6979948　ザイ）ニホンヤチョウノカイ
 口座名　公益財団法人日本野鳥の会
 ※必ず参加される方のお名前でお振込みをお願いいたします。

 ◎入金によりご予約を確定とさせていただきます。1月21日(火 )までにご入金ください。振込手数料はご負担をお願いいたします。
 ◎ご予約後、公演の一週間ほど前に、詳細を記した案内状をお送りいたします。 
 ◎入金後のキャンセルについては、払い戻しはいたしかねます。どうぞご了承ください。

ご予約・問い合わせ／日本野鳥の会 会員グループ   TEL：03-5436-2630   FAX：03-5436-2636   e-mail：kifu@wbsj.org
表写真：PIXTA（ピクスタ）

河 津桜のつぼみがほころぶ、大庭園に臨む八芳園本館の一室で、この日のためにご用意した懐石料理をご堪能ください。

音楽作品『空』は、詩人・安藤康弘と作曲家・楯直己が、言葉と音楽が織り成す新たな音空間を追及して制作した三部作です。

第一部は北海道の自然を舞台に海と空と森を一粒の露が廻る『一粒の露』、第二部は宇宙の廻りの中で地球上に繰り広げられる

光と闇を描いた『鏡の国』、第三部は現象と心の世界との一致を描いた『撒種』で構成され、2018年秋の初演では、高い評価を

いただきました。詩の朗読と素晴らしい音楽、そして仲間たちとの語らいを、ゆっくりとお楽しみください。また、当会の野鳥保護活動

についてもご報告いたします。スタッフ一同、皆様のご来場を心よりお待ちしております。

日本野鳥の会
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